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平素より大変お世話になっております。また日頃より「優翔館」をご愛顧賜りまして誠にありがとうございます。日が長くなり、暖かい日

が増え、春がすぐそこまで来ていると感じております。入居者様と共に屋外での活動が出来る日を心待ちにしている今日この頃です。ご面会

についてですが、感染症に最大限の警戒をしつつ、居室でのご面会や外出等の再開をさせていただいております。ご希望の方はお気軽にお問

合せいただけますと幸いです。今後ともご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。 優翔館職員一同

2月は節分！鬼が食堂、デイサービス、入居者様の居室まで

入り込み大暴れしておりました。入居者様と豆をまき、福を呼

び込みました。年の数+1の豆を食べようと頑張りましたが、

「そんなに食べられない。」「数え忘れた。」と話しながら楽しい

ひと時を過ごしました。

デイサービスではバレンタインに「ミスド」をご提供させていた

だきました。皆様あっという間に召し上がっていたのが印象

的でした。

デイサービスでの一枚。

魚釣り

～目指せ大漁！でも
大きな魚にご用心！～


